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平成29(2017)年度栃木県公営企業会計決算審査意見書

第１ 審 査 の 概 要
１ 審査の対象

平成29(2017)年度

栃 木 県 病 院 事 業 会 計

栃 木 県 電 気 事 業 会 計

栃 木 県 水 道 事 業 会 計

栃木県工業用水道事業会計

栃 木 県 用 地 造 成 事 業 会 計

栃 木 県 施 設 管 理 事 業 会 計

２ 審査の手続

この決算審査に当たっては、知事から提出された決算書類が当該事業の経営成績及び財政状

態を適正に表示しているかどうかを検証するため、決算諸表と関係帳票、証拠書類等を照合審

査した。

次に、当該事業が経済性を発揮し、その本来の目的である公共の福祉を増進するように運営

されているかどうかに主眼をおき、関係職員の説明を求め、更に定期監査及び例月現金出納検

査の結果も考慮して慎重に審査を実施した。

第２ 審査の結果及び意見

１ 審査の結果

審査に付された各事業会計の決算書類は、地方公営企業法その他関係法規に準拠して作成

され、その計数は正確であり、各事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しており、かつ、

事業についてもおおむね適切に運営されたものと認められた。

２ 審査の意見

（１） 病院事業会計

岡本台病院、とちぎリハビリテーションセンターの両病院にあっては、「病院経営改

革プラン」（以下「改革プラン」という。）を策定し、経営の効率化に取り組んできた

が、当年度の各病院の医業収支は、いずれも支出が収入を上回っており、病院事業会計

全体では、前年度を上回る医業損失を計上している状況にある。

岡本台病院にあっては今後、「改革プラン」を着実に推進し、必要な医療機能の充実

と持続可能な経営の両立が図れるよう、より一層の努力を望むものである。

また、とちぎリハビリテーションセンターにあっては、平成30(2018)年４月１日に地

方独立行政法人として新たにスタートしたところであり、「地方独立行政法人栃木県立

リハビリテーションセンター中期目標」を達成されるよう望むものである。
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なお、病院ごとの意見は、次のとおりである。

○ 岡本台病院

当年度は、前年度と比べ、延入院患者数の減により医業収益が減少したことから、医

業損失は増加している。

「改革プラン」の４つの経営の数値目標については、延外来患者数が達成されたもの

の、経常収支比率、医業収支比率及び病床利用率はいずれも達成されず、前年度実績よ

りも後退している。

本県における地域精神医療の基幹病院として、関係機関と連携を図りながら、精神科

救急医療など県民に求められる精神科医療を適切に提供するとともに、「改革プラン」

の目標達成に向けた、より一層の経営改善に取り組まれるよう望むものである。

また、「改革プラン」で掲げた経営形態の見直しについては、引き続き、課題等の整

理を行いながら検討を進められたい。

○ とちぎリハビリテーションセンター

当年度は、前年度と比べ、延入院患者数の増により医業収益が増加したことから、医

業損失は減少している。

「改革プラン」の４つの経営の数値目標については、延外来患者数は達成することが

できなかったものの、経常収支比率、医業収支比率及び病床利用率は達成し、前年度実

績を上回った。

今後は、地方独立行政法人として、自律性、機動性を発揮し、本県における総合的な

リハビリテーションシステムの中核機関として、高度で専門的なリハビリテーション医

療の提供に努められるとともに、安定的な経営基盤の確立を望むものである。

（２） 電気事業会計

当年度は、各発電所とも順調に発電を行った結果、前年度を上回る供給電力量となり、

引き続き経常利益は確保され、経営は安定している。

今後とも電力の安定供給を図るため、「企業局経営戦略」に基づき、既設発電所の計

画的な更新や修繕などを実施し、中長期的な視点を踏まえた経営に努められるよう期待

するものである。

（３） 水道事業会計

当年度は、安定的な水道用水供給に努めた結果、前年度と同水準の供給水量となり、

引き続き経常利益は確保され、経営は安定している。

今後とも安全で安心な水道用水の安定供給を図るため、「企業局経営戦略」に基づき、

施設の計画的な更新や修繕などを実施し、中長期的な視点を踏まえた経営に努められる

よう期待するものである。
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（４） 工業用水道事業会計

当年度は、受水企業に対し工業用水を安定的に供給した結果、前年度と同水準の供給

水量となり、引き続き経常利益は確保され、経営は安定している。

今後とも「企業局経営戦略」に基づく新規需要の開拓に、より一層取り組むとともに、

施設の計画的な更新や修繕などを実施し、中長期的な視点を踏まえた経営に努められる

よう期待するものである。

（５） 用地造成事業会計

当年度は、一括分譲11件、17.25ヘクタール、割賦分譲２件、3.41ヘクタールの分譲実

績をあげ、分譲収益及び経常利益ともに増加した。

今後とも「企業局経営戦略」に基づき、造成・販売中の各産業団地への企業誘致活動を

積極的に展開するとともに、経済情勢や企業動向を的確に捉え、魅力ある産業団地の安定

的な供給に努められるよう望むものである。

（６） 施設管理事業会計

○ 経営総合管理事業

経営総合管理事業は、各会計からの負担金により共通管理経費を執行しているもので

ある。

今後とも、一層効率的かつ適正な管理に努められるよう望むものである。

○ ゴルフ場事業

当年度のゴルフ場利用者数は、前年度と比べ836人増加し、２年連続で過去最高を更新

する36,348人となった。

また、指定管理者からの納付金により、経常利益は確保されている。

今後とも「企業局経営戦略」に基づき、指定管理者との連携により、ゴルフ場の利用

促進及び利用者へのサービス向上に努められたい。

○ 賃貸ビル事業

賃貸ビル事業は、栃木県本町合同ビルなどの賃貸営業を行っており、引き続き経常利

益は確保されている。

今後とも「企業局経営戦略」に基づき、建物や設備等の計画的な修繕、更新など中長

期的な視点を踏まえ、更なる効率的な管理運営に努められるよう望むものである。

第３ 各事業会計の決算状況

各事業会計の決算状況は、次のとおりである。
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電 気 事 業 会 計



− 39 −



− 40 −



− 41 −



− 42 −



− 43 −



− 44 −



          

      

− 45 −



− 46 −



− 47 −



− 48 −



− 49 −



− 50 −



水 道 事 業 会 計
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工 業 用 水 道 事 業 会 計
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用 地 造 成 事 業 会 計
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施 設 管 理 事 業 会 計
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